
4

荘
内
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生
募
集

▼
一
般
入
試　

■■対
高
校
を
卒
業
し
た
方
及
び

来
年
３
月
に
高
校
卒
業
見
込
み
の
方
、
高
校

卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
方　

■■
試
験
日
時
・
科
目　

１
日
目
…

12
月
19
日
○木
午
前
９
時
（
国
語
〈
古
典
を
除

く
〉、
数
学
Ⅰ
、
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
、
小
論
文
）　

２
日
目
…
20
日
○金
午
前
９
時
（
面
接
）

▼
社
会
人
入
試　

■■対
昭
和
59
年
４
月
２
日
〜

平
成
16
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
で
、
次

の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方　

▽
高
校
を
卒
業

ま
た
は
高
校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
、
社
会
人
経
験
が
２
年
以
上

あ
る　

▽
大
学
、
短
期
大
学
を
卒
業
し
、
社

会
人
経
験
が
１
年
以
上
あ
る　

■■
試
験
日
時

・
科
目　

12
月
19
日
○木
午
前
９
時
（
国
語
〈
古

典
を
除
く
〉、
小
論
文
、
面
接
）

▼
共
通　

■■
募
集
人
数　

30
人（
推
薦
含
む
）　

■■
修
業
年
数　

３
年
（
昼
間
）　

■■
願
書
受

付　

11
月
11
日
○月
〜
12
月
６
日
○金　

■■
試
験

会
場
・
■■申
同
校
☎
22
‐
１
９
１
９

男
女
共
同
参
画
推
進
懇
談
会
委

員
を
募
集
し
ま
す

　

鶴
岡
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
掲
げ
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
意
見
や
助
言
等

を
頂
け
る
委
員
を
公
募
し
ま
す
。
委
員
の
任

期
は
委
嘱
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

■■対
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
・
通
学
し
て
い

  ■■問本所総務課☎35‐1114

市政功労者　10月１日（市制施行記念日）に表彰

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

〈産業・経済功労〉　國井 英夫（くにい ひでお）氏 （74歳） 青柳町
　平成16年11月から令和６年６月まで20
年の永きにわたり、鶴岡商工会議所副会頭
を務められ、商工行政への先進的な提言を
はじめ、本市の商工業振興において多大な
貢献をされました。その間、急激に進む少
子高齢化や厳しい経済環境のもと、中小・
小規模事業者の経営力強化支援のほか、鶴

岡ＴＭＯ運営会議の委員長として、中心市
街地の活性化に取り組むとともに庄内地域
の観光物産振興・交通施策の旗振り役とし
て中心的な役割を果たし、観光誘客や受入
れ体制整備に尽力されました。地域経済団
体の中核を長年担い、本市の産業振興や観
光振興に寄与されました。

〈産業・経済功労〉　佐藤 茂一（さとう しげかず）氏 （72歳） 道形町
　平成21年６月から令和６年６月まで、
15年の永きにわたり鶴岡市農業協同組合
理事として活躍され、その間、平成28年
６月から令和６年６月までの８年間、代表
理事組合長を務められ、本市農業の振興発
展に優れた指導力を発揮されました。
　農家の減少や高齢化、異常気象、物価高

騰など農業を取り巻く環境が厳しさを増す
中、支所の統合をはじめとした農協経営の
見直しや特産品である砂丘メロン、だだち
ゃ豆などの産地強化を推進されたほか、将
来の地域農業のリーダーとなる人材の育
成・確保に尽力されるなど、本市農業の活
性化に貢献されました。

市
政

〈産業・経済功労〉　上野 隆一（うえの りゅういち）氏 （75歳） 三和
　平成18年４月に藤島町商工会理事に就
任以降、令和６年５月まで18年の永きに
わたり、本市産業の発展に多大な貢献をさ
れました。その間、平成27年５月から令
和６年５月までの９年間、出羽商工会会長
として商工行政への先進的な提言をはじめ、
新型コロナウイルス感染症、長期化する原
材料・エネルギー価格の高騰などの厳しい

経営環境、さらには、生産年齢人口の減少
による労働力不足など、事業者が抱える多
様な経営課題の解決に向け、経営計画策定
や情報発信の強化による新たな販路の開拓、
旅行商品の開発による旅行客の誘致等を推
進されました。地域における経済団体のリ
ーダーとして、本市の産業振興や観光振興
に寄与されました。
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市政功労者　10月１日（市制施行記念日）に表彰

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

る
、
今
年
10
月
１
日
時
点
で
満
18
歳
以
上
の

方
３
人
以
内
（
国
、
地
方
自
治
体
の
議
員
及

び
職
員
を
除
く
）　

■■申
10
月
21
日
○月
ま
で
申

込
書
を
直
接
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
で
本
所
政
策
企
画
課
☎
35
‐
１
１

８
４
へ　

■■他
申
込
書
は
本
所
総
合
案
内
、
各

地
域
庁
舎
に
設
置
（
市
HP
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）

　
早
期
発
見
の
た
め
に
、定
期
的
な
が
ん
検
診
を

が
ん
検
診
推
進
強
化
月
間

▼
10
月
は
「
が
ん
検
診
推
進
強
化
月
間
」
で

す　

が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、
自
覚

症
状
が
な
い
内
に
、
が
ん
検
診
を
定
期
的
に

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
年
度
が
ん
検

診
未
申
込
者
で
受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
鶴
岡
市
が
ん
検
診
受
診
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン　

■■日
10
月
１
日
○火
〜
31
日
○木　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■内
大
腸
が
ん
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
、
が
ん
に
関
す
る
情
報
展

示　

■■他
市
HP

▼「
庄
内
健
康
フ
ェ
ア
」
庄
内
南
部
・
北
部

が
ん
検
診
受
診
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

■■日
10

月
12
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

■■場
イ
オ

ン
モ
ー
ル
三
川
（
三
川
町
）　

■■内
が
ん
・
健

康
づ
く
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
が
ん
総
合
相

談
、
血
管
年
齢
測
定
等　

■■他
市

HP▼
共
通　

■■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25

‐
２
７
３
１

〈文化功労〉　木古内を訪ねる会（きこないをたずねるかい）平成４年設立
　当会は、本市と姉妹都市の盟約を結ぶ北
海道木古内町との友好関係の促進を図るこ
とを目的に、平成４年９月に設立されまし
た。
　以来、32年の永きにわたり、市と協働
しながら、両市町の特産品や本市郷土料理
の紹介により地域産業の振興を図るととも

に、交流のきっかけとなった歴史について
講演するなど、姉妹都市交流をけん引し、
友好の絆を深めることに貢献されました。
　両市町の交流は、友好親善と相互理解を
深めながら今年35周年を迎えました。こ
の間、当会は、都市交流の推進、歴史と文
化の継承に寄与されました。

　市では、本市の発展に尽くされた方を市政功労者として表彰し、その功績を
たたえています。今年度は５人の方と１団体が表彰されます。

〈産業・経済功労〉　小野木 覺（おのき さとる）氏 （80歳） 藤島
　平成９年４月に藤島町商工会理事に就任
以降、令和６年５月まで27年の永きにわ
たり、本市産業の発展に多大な貢献をされ
ました。その間、庄内南部の７商工会が合
併して誕生した出羽商工会の設立時におい
て中心的役割を果たし、平成20年４月か
ら平成27年５月までの７年間、初代会長
として農商工連携による新商品開発や販路
開拓などの新たな取り組みをけん引し、地

域産業の振興に寄与されました。
　また、平成21年５月から令和６年５月
までの15年間、山形県商工会連合会会長
を務められ、県内の中小・小規模事業者へ
の支援体制構築に尽力されたほか、首都圏
での県産品の販売力強化を主導するなど、
卓越した指導力で、本市のみならず、本県
における産業振興や観光振興に寄与されま
した。

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■市政功労表彰

〈地方自治功労〉　渡部 長和（わたなべ たけかず）氏 （74歳） 東岩本
　平成８年４月から令和５年11月まで連
続27年８月の永きにわたり、朝日村及び
鶴岡市の農業委員として活躍され、その間、
平成23年11月から農業振興部会長を、平
成26年11月からは会長職務代理者を務め
られ、遊休農地の解消や農地の集積・集約
化に取り組まれたほか、研修の充実による

委員の資質向上に貢献されました。また、
平成29年11月から令和５年11月までの間、
会長として農地利用の最適化に向けた体制
構築に尽力されるとともに、女性の意見が
農政に反映されるよう女性委員の登用を推
進されるなど、地方自治の進展と本市農政
の発展に寄与されました。

健
康
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催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

来年度の保育園・認定こども園・地域型保育等の入園児募集
■■問各園、子育て推進課（にこ♥ふる）☎35‐1291または各地域庁舎市民福祉課へ

令和７年度に保育園や認定こども園、地域型保育などへ入園を希
望される方を対象に、入園申込みを受け付けます。各園の開所時
間や受入れ年齢など、詳しくは市HP等をご覧ください。

●
一
斉
受
付
期
間
の
申
込
み
か
ら
入
園
ま
で
の
流
れ

一
斉
受
付
期
間
の
申
込
み
か
ら
入
園
ま
で
の
流
れ

これから生まれる子供の申込みはで
きますか？
生まれる前でも申込みができま
す。申込みの際は母子健康手帳
の写しが必要です。

年度途中入園の申込みはできますか？
年度途中の入園希望も、一斉受
付期間内にお申し込みください。

認定こども園の教育利用を希望する
場合の申込みは？
希望する認定こども園に直接お
申し込みください。内定通知は
申込みをした園から送られます。

これから鶴岡市に転入予定の場合も
申込みできますか？
これから転入される方も申込み
が可能です。

●
入
園
の
基
準

入
園
の
基
準

利用する場合、保護者が次のいずれかの「保育を必要とする理由」に該当する必要があります。
保育の必要性

□就労　パートタイム含む一定時間以上の就労
□妊娠・出産　妊娠中または出産後間もない
□疾病等　疾病やけが、心身障害がある
□介護　同居の親族を常時介護・看護している

□災害復旧　災害の復旧に当たっている
□求職　継続的に求職活動をしている
□就学　就学や職業訓練を受けている

保育園
保育を必要とする
０歳から就学前

認定こども園
●教育利用…満３歳以上
●保育利用…保育を必要とする０歳から就学前

地域型保育
保育を必要とする
０歳から２歳児

施設の種類と利用できる年齢

10月１日○火から保育所、認定こども園、地
域型保育または子育て推進課及び各地域庁舎
市民福祉課で配布します。

申請書の配布

10月１日○火～31日○木に申請書配布場所で受
け付けます。できるだけ第１希望の園にご提
出ください。

申請書の受け付け

認定申請書（入園申込書）、就労証明書など
保育の必要性を証明するもの、保育料納付誓
約書、口座振替依頼書等を提出してください。
詳しくは申請書と一緒に配布する「入園のて
びき」をご覧ください。

提出書類

10月31日まで申込みをした方には、来年１
月下旬に郵送で通知予定です。なお、新規受
入れ可能人数以上の申込みがあった場合は、
入園の調整をします。
※11月以降の申込みは、一斉受付の入園調
　整終了後に調整を行います。

入園の決定
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中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
へ

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　　

10
月
に
支
給
さ
れ
る
児
童
手
当
は
、
６
月

〜
９
月
分
で
、
10
月
15
日
○火
が
支
給
日
で
す
。

な
お
、
児
童
手
当
法
の
改
正
に
よ
り
、
10
月

分
以
降
は
2
か
月
に
1
回
偶
数
月
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
児
童
手
当
の
改
正
内
容
に
つ
い
て

は
、
市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■■問
子
育
て
推
進
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
26
‐

０
１
７
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
へ

老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
に
は
、
次
の

全
て
の
期
間
を
合
計
し
て
10
年
以
上
の
期
間

が
必
要
で
す
。

▽
保
険
料
納
付
期
間　

▽
保
険
料
免
除
・
納

付
猶
予
期
間　

▽
学
生
納
付
特
例
期
間　

▽

厚
生
年
金
等
の
加
入
期
間　

▽
国
民
年
金
第

３
号
被
保
険
者
の
期
間　

▽
任
意
加
入
で
き

る
人
が
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

▼
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
人
は
？

最
長
で
70
歳
に
な
る
月
の
前
月
ま
で
、
資
格

を
満
た
す
た
め
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

▼
満
額
受
給
で
き
な
い
人
は
？　

最
長
で
65
歳
に
な
る
月
の
前
月
ま
で
、
満
額

寝
た
き
り
高
齢
者
等
に
紙
お
む

つ
等
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

■■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の
全
て
に

該
当
す
る
方　

①
65
歳
以
上
、
ま
た
は
40
歳

〜
64
歳
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る　

②

在
宅
等
で
介
護
を
受
け
、
排
せ
つ
に
全
介
助

が
必
要
な
寝
た
き
り
等
で
あ
る　

③
本
人
の

市
民
税
が
非
課
税　

■■
助
成
対
象
用
品　

紙

お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ド
、
使
い
捨
て
手
袋
、

お
尻
拭
き　

■■
助
成
方
法　

市
の
登
録
事
業

所
が
、
注
文
を
受
け
た
対
象
用
品
を
配
達　

■■
助
成
限
度
額　

▽
介
護
保
険
料
第
１
段
階

…
月
額
７
、
０
０
０
円　

▽
同
２
・
３
段
階

…
月
額
５
、
０
０
０
円　

▽
同
４
・
５
段
階

…
月
額
２
、
０
０
０
円
（
40
歳
〜
64
歳
の
方

は
本
人
及
び
世
帯
の
課
税
状
況
に
応
じ
て
決

定
）　

■■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本

所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

　

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
1
学
区
…
及

川
雅
子
（
双
葉
町

北
）　

▽
櫛
引
地

域
…
齋
藤
秀
幸

（
主
任
児
童
委
員
）　

■■問
本
所
福
祉
課
☎

35
‐
１
２
５
２ 福

祉

年
金

■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0157または各地域庁舎市民福祉課へ

新型コロナウイルス感染症定期予防接種・インフルエンザ定期予防接種が対象です

高齢者の予防接種費用を助成します

■助成期間　10月１日○火～来年１月31日○金
■■対  ①65歳以上の方
　②60歳～64歳で心臓・腎臓・呼吸器等や免疫機能
　　に障害があり、身体障害者手帳１級に該当する方
■助成額
  ▽  新型コロナウイルス感染症定期予防接種
　…１万1,800円（１人１回）

▽  インフルエンザ定期予防接種…1,500円（１人１回）

●減免申請（要事前申請）対象の方へ
　生活保護世帯の方と市民税非課税世帯の方（課税さ
れている方と同一世帯、または課税者に扶養されてい
る方を除く）は減免申請の対象です。申請すると、生
活保護世帯の方は自己負担金無料に、市民税非課税世
帯の方は、新型コロナウイルス感染症定期予防接種の
助成額が１万2,800円、インフルエンザ定期予防接種
の助成額が2,000円になります。代理申請も可能です。

　接種を希望する方は、医療機関に直接予約してください。予診票等は送付しません。
　接種料金は医療機関により異なります。医療機関の定める接種料金から助成額を差し引いた額を医療機
関にお支払いください。接種できる医療機関については、市HPをご覧ください。

■■問子育て推進課（にこ♥ふる）☎35‐1291

病児保育施設のネット予約サービスを開始します

■■対  生後２か月～小学６年生の子供（施設
によって異なります）　病児保育施設を利用する際の登録や、空き状況

の確認、予約申込みをスマートフォン等で行える
サービス「あずかるこちゃん」を開始しました。
10月１日利用分から、本サービスでの予約を受
け付けます。

詳しくは
こちら

子
育
て
・
教
育
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催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
食
べ
残
し
な
ど
を

持
っ
て
、
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

　

ま
た
、
毒
キ
ノ
コ
は
、
加
熱
し
て
も
干
し

て
も
塩
漬
け
に
し
て
も
、
毒
は
な
く
な
り
ま

せ
ん
。

■■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
４
６

10
月
26
日
は
「
柿
の
日
」

庄
内
柿
が
旬
を
迎
え
ま
す

　

明
治
28
年
10
月
26
日
に
俳
人
・
正
岡
子
規

が
「
柿
く
へ
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
」
と

い
う
句
を
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同

日
が
柿
の
日
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市

の
特
産
品
で
あ
る
庄
内
柿
も
10
月
中
旬
〜
下

旬
に
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え

ま
す
。
地
元
の
旬
の
味
覚
、

甘
み
た
っ
ぷ
り
の
庄
内
柿
を

今
年
も
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

■■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９

６
土
地
売
買
の
際
は

地
価
調
査
価
格
を
参
考
に

　

地
価
調
査
と
は
、
山
形
県
が
県
内
全
市
町

村
を
対
象
に
、
基
準
地
（
市
内
は
31
地
点
）

を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
価
格
を
公
表
す
る

も
の
で
す
。
売
買
対
象
地
の
条
件
と
比
較
す

れ
ば
、
そ
の
土
地
の
お
お
よ
そ
の
適
正
価
格

が
分
か
り
ま
す
。
地
価
調
査
書
は
、
本
所
土

木
課
☎
35
‐
１
４
２
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

ど
に
よ
る「
食
品
ロ
ス
」を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

▼
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
行
動
例　

つ

る
お
か
エ
コ
フ
ァ
イ
ア
で
、
月
曜
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
と
第
３
日
曜
日
の
午
前
中

に
実
施
す
る
、
古
着
等
の
無
料
回
収
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

■■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８

４
８　

■■他
市
HP

10
月
10
日
は

住
宅
用
火
災
警
報
器
点
検
の
日

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に
よ
り
発

生
す
る
煙
や
熱
を
感
知
す
る
と
、
音
や
音
声

で
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で

す
。
本
体
の
故
障
の
有
無
や
電
池
が
切
れ
て

い
な
い
か
な
ど
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

■■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

ツ
キ
ヨ
タ
ケ
や
ク
サ
ウ
ラ
ベ
ニ
タ
ケ
な
ど

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意

　　

毎
年
、
毒
キ
ノ
コ
が
原
因
の
食
中
毒
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
中
毒
の
主
な
症
状
は
、
お

う
吐
・
下
痢
・
腹
痛
な
ど
の
消
化
器
系
の
障

害
や
、
瞳
孔
の
収
縮
・
発
汗
な
ど
の
神
経
系

の
障
害
な
ど
の
ほ
か
、
脱
水
症
状
、
け
い
れ

ん
、
呼
吸
困
難
等
で
、
亡
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
食
用
だ
と
確
実
に
判
断
で
き
な
い
キ
ノ
コ

は
採
ら
な
い
、
食
べ
な
い
、
売
ら
な
い
、
譲

り
渡
さ
な
い　

▽
食
べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ
と
そ

れ
に
似
た
毒
キ
ノ
コ
が
混
じ
っ
て
生
え
て
い

る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
す
る　

▽
食
べ
ら

れ
る
と
思
っ
て
持
ち
帰
っ
て
も
、
調
理
前
に

も
う
１
度
確
認
す
る　

▽
キ
ノ
コ
を
食
べ
て

▼
子
供
を
守
ろ
う
「
い
か
の
お
す
し
」

▽
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て〝
い
か
〞な
い　

▽

知
ら
な
い
人
の
車
に〝
の
〞ら
な
い　

▽「
助

け
て
」
と〝
お
〞お
き
な
声
を
出
す　

▽
安
全

な
場
所
に〝
す
〞ぐ
逃
げ
る　

▽
近
く
の
人
、

警
察
、
家
族
、
学
校
に〝
し
〞ら
せ
る

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

11
月
１
日
〜
10
日
は
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
推
進
強
化
旬
間

　

日
没
が
早
ま
る
こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
時

か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
交
通
事
故
、
特
に
道

路
横
断
中
の
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る
事
故
の

多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

夕
方
か
ら
出
掛
け
る
場
合
は
、
明
る
い
服

装
で
ピ
カ
ピ
カ
光
る
夜
光
反
射
材
を
身
に
着

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
運
転
者
も
高
齢
者
を

見
掛
け
た
ら
思
い
や
り
運
転
を
心
掛
け
、
交

通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
・
食
品

ロ
ス
削
減
月
間

 

「
３
Ｒ
」
と
は
、
焼
却
・
埋
立
て
さ
れ
る
ご

み
を
減
ら
し
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
繰

り
返
し
使
う
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

　

ご
み
に
な
る
も
の
を
減
ら
す
リ
デ
ュ
ー
ス

（Reduce

）、繰
り
返
し
使
用
す
る
リ
ユ
ー
ス

（Reuse

）、資
源
と
し
て
再
生
利
用
す
る
リ

サ
イ
ク
ル（Recycle

）の
「
３
Ｒ
」を
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

▼
リ
デ
ュ
ー
ス
の
行
動
例　

週
に
１
度
は
冷

蔵
庫
を
確
認
し
、
食
べ
残
し
や
期
限
切
れ
な

に
近
づ
け
る
た
め
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

▼
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
受
給

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
65
歳
で

す
が
、
本
人
の
希
望
で
60
歳
〜
64
歳
で
も
、

請
求
し
た
時
点
で
の
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
65
歳
以
降
も
減

額
率
は
そ
の
ま
ま
）。
な
お
、
繰
上
げ
請
求

に
よ
っ
て
年
金
受
給
中
の
人
が
、
65
歳
前
に

障
害
者
や
寡
婦
と
な
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎

年
金
や
寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
今
年
度
の
満
額
の
年
金
額

▽
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

…
81
万
３
、
７
０
０
円　

▽
昭
和
31
年
４
月

２
日
以
後
に
生
ま
れ
た
方
…
81
万
６
、
０
０

０
円

■■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９

４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ

10
月
11
日
〜
20
日
は「
全
国
地
域
安
全
運
動
」

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

　

地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
を
防
止
し
、
安
全
で

住
み
よ
い
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▽
万
引
き
は
「
窃
盗
」
と
い
う
犯
罪
で
す
。

大
人
も
子
供
も
、
万
引
き
は
絶
対
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
見
逃
さ
な
い　

▽
鍵
掛
け
は
全

て
の
防
犯
の
基
本
で
す
。
家
族
み
ん
な
で
話

し
合
い
ま
し
ょ
う　

▽
自
転
車
盗
難
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
必
ず
施
錠
。
防
犯
登
録
も
忘
れ

ず
に
、
自
転
車
保
険
加
入
も
義
務
で
す

生
活

そ
の
他
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産
業
建
設
課
で
誰
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
県

HP
で
も
そ
の
内
容
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く     　

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

　　

市
で
は
10
月
を
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
強

化
月
間
と
し
て
、
同
法
に
基
づ
く
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。
建
築
物
等
を
解
体
す
る

と
き
は
届
出
を
し
、
分
別
解
体
及
び
再
資
源

化
を
適
正
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
３
２

10
月
15
日
〜
21
日
は
違
反
建
築
防
止
週
間

建
築
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
違
反
建
築
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い　

▽
着

工
前
に
建
築
確
認
申
請
書
、
完
了
し
た
ら
工

事
完
了
検
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
崖
地
や
災
害
危
険
区
域
内
で
は
、
住
宅
等

の
建
築
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
事
前
に
よ
く
調
べ
ま
し
ょ
う　

▽
カ
ー

ポ
ー
ト
で
も
10
㎡
を
超
え
る
場
合
は
、
確
認

申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す

■■問
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
３
２

10
月
は
土
地
月
間
〜
国
土
利
用
計
画

法
に
基
づ
く
届
出
を
忘
れ
ず
に
〜

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
売
買
等
を
行
う
場

合
、
契
約
後
２
週
間
以
内
に
届
出
が
必
要
で

す
。
届
出
対
象
面
積
は
、
市
街
化
区
域
で
２
、

０
０
０
㎡
以
上
、
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域

で
５
、
０
０
０
㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
外

で
１
万
㎡
以
上
で
す
。
な
お
、
相
続
や
贈
与
、

農
地
法
３
条
１
項
に
関
す
る
取
引
等
に
つ
い

て
は
届
出
不
要
で
す
。

　

土
地
は
、
国
民
生
活
や
企
業
の
活
動
等
に

不
可
欠
な
基
盤
で
あ
り
、
貴
重
な
資
源
で
す
。

土
地
の
適
正
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
35
‐
１
１
８
４
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ　

■■他
市
HP

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　

同
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
で
整
備
し
ま
し
た
。

▼
地
域
防
災
組
織
育
成

助
成
事
業　

■■内
ポ
ー
タ

ブ
ル
電
源
他
防
災
資
機

材
の
整
備
（
小
国
自
治

会
） 　

■■問
本
所
防
災
安

全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業　

■■内
エ
ア
コ

ン
の
整
備
（
宝
徳
町
内

会
） 　

■■問
藤
島
庁
舎
総

務
企
画
課
☎
64
‐
５
８

１
２期

日
前
投
票
所
の
立
会
人
を

募
集
し
ま
す

■■日
公
（
告
）
示
日
〜
投
票
日
前
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
８
時
（
１
日
・
２
日
程
度
）

■■場
市
役
所
本
所
ま
た
は
各
地
域
庁
舎　

■■対
本

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
特
定
の
候
補
者
の
選

挙
運
動
に
関
わ
っ
て
い
な
い
方　

■■
報
酬

９
、
６
０
０
円
（
終
日
従
事
の
場
合
）　

■■問

本
所
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
35
‐
１
７
６
６　

■■他
市
HP

#80

　

８
月
下
旬
、
出
張
先
で
あ
る
北
海
道
名

寄
市
か
ら
戻
り
、
市
長
室
の
あ
る
３
階
へ

向
か
っ
た
。
壁
を
見
て
、
ふ
と
気
付
い
た
。

い
つ
も
何
気
な
く
眺
め
て
い
た
庁
議
室
の

隣
に
飾
ら
れ
て
い
た
大
き
な
絵
が
見
当
た

ら
な
い
。
山
本
甚
作
氏
の
「
鶴
岡
天
神
祭

り
」
と
い
う
作
品
で
あ
る
。

　

北
海
道
名
寄
市
は
本
市
に
と
っ
て
最
も

北
に
あ
る
姉
妹
都
市
だ
。
な
よ
ろ
産
業
ま

つ
り
に
参
加
し
、
も
ち
ま
き
、
も
ち
つ
き

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
で
「
も
ち
米
の
里
な

よ
ろ
」
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
だ
だ
ち

ゃ
豆
や
漬
物
な
ど
本
市
の
特
産
品
を
販
売

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
滞
在
中
は
、
市
立

の
北
国
博
物
館
、
ジ
ャ
ン
プ
台
、
天
文
台

き
た
す
ば
る
に
ご
案
内
い
た
だ
く
な
ど
、

加
藤
剛
士
市
長
や
、
石
橋
総
合
政
策
部
長
、

滋
野
交
流
推
進
課
長
を
は
じ
め
、
名
寄
市

の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

　

様
々
な
場
所
の
中
で
も
特
に
印
象
に
残

っ
た
の
は
、
本
市
の
藤
島
地
域
添
川
か
ら

開
拓
に
入
っ
た
場
所
に
建
立
さ
れ
た
山
形

神
社
だ
っ
た
。
今
は
切
り
株
と
な
っ
て
残

る
ハ
ル
ニ
レ
の
大
木
。
近
年
、
台
風
で
伐

倒
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
ま
で
立
っ
て
い

た
大
木
は
、
開
拓
時
の
原
風
景
と
と
も
に
、

時
の
移
ろ
い
を
感
じ
さ
せ
た
。

　

明
治
33
年
（
１
９
０
０
）、
遠
く
山
形

県
東
田
川
郡
東
栄
村
字
添
川
の
太
田
豊
治

氏
を
団
長
と
す
る
開
拓
団
一
行
は
、
現
在

の
山
形
神
社
が
あ
る
場
所
で
旅
装
を
解
い

た
。
曙
地
区
と
い
う
地
名
は
、
ま
る
で
夜

明
け
の
空
が
明
る
む
よ
う
に
北
の
大
地
の

開
墾
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
木
を
伐
採
し
、
北
の
大
地
に

く
わ
を
入
れ
た
こ
と
を
示
す
地
名
が
そ
の

地
に
残
っ
て
い
る
。

　

山
形
神
社
に
案
内
し
て
く
れ
た
名
寄
・

藤
島
交
流
友
の
会
の
黒
井
徹
会
長
は
、
開

拓
当
初
の
世
代
の
子
孫
で
あ
る
。
ま
た
、

現
在
も
曙
地
区
で
農
業
を
営
む
阿
部
勇
さ

ん
は
、
明
治
の
入
植
者
を
頼
っ
て
楪
（
ゆ

ず
り
は
）
か
ら
昭
和
に
入
村
し
た
世
代
の

子
孫
で
あ
っ
た
。
私
は
、
太
田
豊
治
さ
ん

た
ち
は
ど
の
方
角
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
か
、

と
尋
ね
た
。
北
の
大
地
に
辿
り
着
き
、
食

料
基
地
の
礎
を
築
い
た
そ
の
遥
か
な
る
道

の
り
に
思
い
を
馳
せ
た
。

　

8
月
31
日
、
ふ
だ
ん
は
市
役
所
3
階
に

飾
ら
れ
て
い
る
天
神
祭
の
絵
を
、
鶴
岡
ア

ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
白
甕
社

創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
す
る
美
術
展
で

鑑
賞
し
た
。
編
笠
を
被
っ
た
化
け
も
の
が

酒
を
振
る
舞
う
、
鶴
岡
を
代
表
す
る
お
祭

り
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
描
い
た
の
は

山
本
甚
作
氏
。
大
正
4
年
（
１
９
１
５
）

に
生
ま
れ
、
鶴
岡
中
学
校
（
現
致
道
館
高

校
）
在
学
中
か
ら
白
甕
社
の
会
員
と
し
て

作
品
を
発
表
。
現
在
の
鶴
岡
一
中
、
致
道

館
高
校
で
教
諭
を
勤
め
た
後
、
中
央
画
壇

で
も
活
躍
し
た
洋
画
家
だ
っ
た
。

　

豪
雨
に
猛
暑
の
夏
か
ら
芸
術
の
秋
へ
。

ハ
ル
ニ
レ
の
切
り
株
は
現
代
人
を
開
拓
の

時
代
へ
い
ざ
な
い
、
１
０
０
周
年
記
念
の

美
術
展
に
貸
し
出
さ
れ
た
こ
と
で
生
ま
れ

た
空
白
は
、
い
つ
の
時
代
に
、
誰
が
、
何

を
描
い
た
も
の
な
の
か
、
ま
た
、
芸
術
が

そ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
決
し
て
当
た

り
前
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ

て
く
れ
た
。
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体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
食
べ
残
し
な
ど
を

持
っ
て
、
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

　

ま
た
、
毒
キ
ノ
コ
は
、
加
熱
し
て
も
干
し

て
も
塩
漬
け
に
し
て
も
、
毒
は
な
く
な
り
ま

せ
ん
。

■■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
４
６

10
月
26
日
は
「
柿
の
日
」

庄
内
柿
が
旬
を
迎
え
ま
す

　

明
治
28
年
10
月
26
日
に
俳
人
・
正
岡
子
規

が
「
柿
く
へ
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
」
と

い
う
句
を
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同

日
が
柿
の
日
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市

の
特
産
品
で
あ
る
庄
内
柿
も
10
月
中
旬
〜
下

旬
に
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え

ま
す
。
地
元
の
旬
の
味
覚
、

甘
み
た
っ
ぷ
り
の
庄
内
柿
を

今
年
も
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

■■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９

６
土
地
売
買
の
際
は

地
価
調
査
価
格
を
参
考
に

　

地
価
調
査
と
は
、
山
形
県
が
県
内
全
市
町

村
を
対
象
に
、
基
準
地
（
市
内
は
31
地
点
）

を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
価
格
を
公
表
す
る

も
の
で
す
。
売
買
対
象
地
の
条
件
と
比
較
す

れ
ば
、
そ
の
土
地
の
お
お
よ
そ
の
適
正
価
格

が
分
か
り
ま
す
。
地
価
調
査
書
は
、
本
所
土

木
課
☎
35
‐
１
４
２
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

ど
に
よ
る「
食
品
ロ
ス
」を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

▼
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
行
動
例　

つ

る
お
か
エ
コ
フ
ァ
イ
ア
で
、
月
曜
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
と
第
３
日
曜
日
の
午
前
中

に
実
施
す
る
、
古
着
等
の
無
料
回
収
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

■■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８

４
８　

■■他
市
HP

10
月
10
日
は

住
宅
用
火
災
警
報
器
点
検
の
日

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に
よ
り
発

生
す
る
煙
や
熱
を
感
知
す
る
と
、
音
や
音
声

で
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で

す
。
本
体
の
故
障
の
有
無
や
電
池
が
切
れ
て

い
な
い
か
な
ど
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

■■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

ツ
キ
ヨ
タ
ケ
や
ク
サ
ウ
ラ
ベ
ニ
タ
ケ
な
ど

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意

　　

毎
年
、
毒
キ
ノ
コ
が
原
因
の
食
中
毒
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
中
毒
の
主
な
症
状
は
、
お

う
吐
・
下
痢
・
腹
痛
な
ど
の
消
化
器
系
の
障

害
や
、
瞳
孔
の
収
縮
・
発
汗
な
ど
の
神
経
系

の
障
害
な
ど
の
ほ
か
、
脱
水
症
状
、
け
い
れ

ん
、
呼
吸
困
難
等
で
、
亡
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
食
用
だ
と
確
実
に
判
断
で
き
な
い
キ
ノ
コ

は
採
ら
な
い
、
食
べ
な
い
、
売
ら
な
い
、
譲

り
渡
さ
な
い　

▽
食
べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ
と
そ

れ
に
似
た
毒
キ
ノ
コ
が
混
じ
っ
て
生
え
て
い

る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
す
る　

▽
食
べ
ら

れ
る
と
思
っ
て
持
ち
帰
っ
て
も
、
調
理
前
に

も
う
１
度
確
認
す
る　

▽
キ
ノ
コ
を
食
べ
て

▼
子
供
を
守
ろ
う
「
い
か
の
お
す
し
」

▽
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て〝
い
か
〞な
い　

▽

知
ら
な
い
人
の
車
に〝
の
〞ら
な
い　

▽「
助

け
て
」
と〝
お
〞お
き
な
声
を
出
す　

▽
安
全

な
場
所
に〝
す
〞ぐ
逃
げ
る　

▽
近
く
の
人
、

警
察
、
家
族
、
学
校
に〝
し
〞ら
せ
る

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

11
月
１
日
〜
10
日
は
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
推
進
強
化
旬
間

　

日
没
が
早
ま
る
こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
時

か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
交
通
事
故
、
特
に
道

路
横
断
中
の
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る
事
故
の

多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

夕
方
か
ら
出
掛
け
る
場
合
は
、
明
る
い
服

装
で
ピ
カ
ピ
カ
光
る
夜
光
反
射
材
を
身
に
着

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
運
転
者
も
高
齢
者
を

見
掛
け
た
ら
思
い
や
り
運
転
を
心
掛
け
、
交

通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
・
食
品

ロ
ス
削
減
月
間

 

「
３
Ｒ
」
と
は
、
焼
却
・
埋
立
て
さ
れ
る
ご

み
を
減
ら
し
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
繰

り
返
し
使
う
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

　

ご
み
に
な
る
も
の
を
減
ら
す
リ
デ
ュ
ー
ス

（Reduce

）、繰
り
返
し
使
用
す
る
リ
ユ
ー
ス

（Reuse

）、資
源
と
し
て
再
生
利
用
す
る
リ

サ
イ
ク
ル（Recycle

）の
「
３
Ｒ
」を
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

▼
リ
デ
ュ
ー
ス
の
行
動
例　

週
に
１
度
は
冷

蔵
庫
を
確
認
し
、
食
べ
残
し
や
期
限
切
れ
な

に
近
づ
け
る
た
め
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

▼
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
受
給

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
65
歳
で

す
が
、
本
人
の
希
望
で
60
歳
〜
64
歳
で
も
、

請
求
し
た
時
点
で
の
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
65
歳
以
降
も
減

額
率
は
そ
の
ま
ま
）。
な
お
、
繰
上
げ
請
求

に
よ
っ
て
年
金
受
給
中
の
人
が
、
65
歳
前
に

障
害
者
や
寡
婦
と
な
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎

年
金
や
寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
今
年
度
の
満
額
の
年
金
額

▽
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

…
81
万
３
、
７
０
０
円　

▽
昭
和
31
年
４
月

２
日
以
後
に
生
ま
れ
た
方
…
81
万
６
、
０
０

０
円

■■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９

４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ

10
月
11
日
〜
20
日
は「
全
国
地
域
安
全
運
動
」

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

　

地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
を
防
止
し
、
安
全
で

住
み
よ
い
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▽
万
引
き
は
「
窃
盗
」
と
い
う
犯
罪
で
す
。

大
人
も
子
供
も
、
万
引
き
は
絶
対
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
見
逃
さ
な
い　

▽
鍵
掛
け
は
全

て
の
防
犯
の
基
本
で
す
。
家
族
み
ん
な
で
話

し
合
い
ま
し
ょ
う　

▽
自
転
車
盗
難
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
必
ず
施
錠
。
防
犯
登
録
も
忘
れ

ず
に
、
自
転
車
保
険
加
入
も
義
務
で
す

生
活

そ
の
他
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産
業
建
設
課
で
誰
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
県

HP
で
も
そ
の
内
容
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く     　

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

　　

市
で
は
10
月
を
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
強

化
月
間
と
し
て
、
同
法
に
基
づ
く
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。
建
築
物
等
を
解
体
す
る

と
き
は
届
出
を
し
、
分
別
解
体
及
び
再
資
源

化
を
適
正
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
３
２

10
月
15
日
〜
21
日
は
違
反
建
築
防
止
週
間

建
築
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
違
反
建
築
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い　

▽
着

工
前
に
建
築
確
認
申
請
書
、
完
了
し
た
ら
工

事
完
了
検
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
崖
地
や
災
害
危
険
区
域
内
で
は
、
住
宅
等

の
建
築
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
事
前
に
よ
く
調
べ
ま
し
ょ
う　

▽
カ
ー

ポ
ー
ト
で
も
10
㎡
を
超
え
る
場
合
は
、
確
認

申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す

■■問
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
３
２

10
月
は
土
地
月
間
〜
国
土
利
用
計
画

法
に
基
づ
く
届
出
を
忘
れ
ず
に
〜

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
売
買
等
を
行
う
場

合
、
契
約
後
２
週
間
以
内
に
届
出
が
必
要
で

す
。
届
出
対
象
面
積
は
、
市
街
化
区
域
で
２
、

０
０
０
㎡
以
上
、
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域

で
５
、
０
０
０
㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
外

で
１
万
㎡
以
上
で
す
。
な
お
、
相
続
や
贈
与
、

農
地
法
３
条
１
項
に
関
す
る
取
引
等
に
つ
い

て
は
届
出
不
要
で
す
。

　

土
地
は
、
国
民
生
活
や
企
業
の
活
動
等
に

不
可
欠
な
基
盤
で
あ
り
、
貴
重
な
資
源
で
す
。

土
地
の
適
正
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
35
‐
１
１
８
４
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ　

■■他
市
HP

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　

同
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
で
整
備
し
ま
し
た
。

▼
地
域
防
災
組
織
育
成

助
成
事
業　

■■内
ポ
ー
タ

ブ
ル
電
源
他
防
災
資
機

材
の
整
備
（
小
国
自
治

会
） 　

■■問
本
所
防
災
安

全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業　

■■内
エ
ア
コ

ン
の
整
備
（
宝
徳
町
内

会
） 　

■■問
藤
島
庁
舎
総

務
企
画
課
☎
64
‐
５
８

１
２期

日
前
投
票
所
の
立
会
人
を

募
集
し
ま
す

■■日
公
（
告
）
示
日
〜
投
票
日
前
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
８
時
（
１
日
・
２
日
程
度
）

■■場
市
役
所
本
所
ま
た
は
各
地
域
庁
舎　

■■対
本

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
特
定
の
候
補
者
の
選

挙
運
動
に
関
わ
っ
て
い
な
い
方　

■■
報
酬

９
、
６
０
０
円
（
終
日
従
事
の
場
合
）　

■■問

本
所
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
35
‐
１
７
６
６　

■■他
市
HP

#80

　

８
月
下
旬
、
出
張
先
で
あ
る
北
海
道
名

寄
市
か
ら
戻
り
、
市
長
室
の
あ
る
３
階
へ

向
か
っ
た
。
壁
を
見
て
、
ふ
と
気
付
い
た
。

い
つ
も
何
気
な
く
眺
め
て
い
た
庁
議
室
の

隣
に
飾
ら
れ
て
い
た
大
き
な
絵
が
見
当
た

ら
な
い
。
山
本
甚
作
氏
の
「
鶴
岡
天
神
祭

り
」
と
い
う
作
品
で
あ
る
。

　

北
海
道
名
寄
市
は
本
市
に
と
っ
て
最
も

北
に
あ
る
姉
妹
都
市
だ
。
な
よ
ろ
産
業
ま

つ
り
に
参
加
し
、
も
ち
ま
き
、
も
ち
つ
き

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
で
「
も
ち
米
の
里
な

よ
ろ
」
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
だ
だ
ち

ゃ
豆
や
漬
物
な
ど
本
市
の
特
産
品
を
販
売

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
滞
在
中
は
、
市
立

の
北
国
博
物
館
、
ジ
ャ
ン
プ
台
、
天
文
台

き
た
す
ば
る
に
ご
案
内
い
た
だ
く
な
ど
、

加
藤
剛
士
市
長
や
、
石
橋
総
合
政
策
部
長
、

滋
野
交
流
推
進
課
長
を
は
じ
め
、
名
寄
市

の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

　

様
々
な
場
所
の
中
で
も
特
に
印
象
に
残

っ
た
の
は
、
本
市
の
藤
島
地
域
添
川
か
ら

開
拓
に
入
っ
た
場
所
に
建
立
さ
れ
た
山
形

神
社
だ
っ
た
。
今
は
切
り
株
と
な
っ
て
残

る
ハ
ル
ニ
レ
の
大
木
。
近
年
、
台
風
で
伐

倒
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
ま
で
立
っ
て
い

た
大
木
は
、
開
拓
時
の
原
風
景
と
と
も
に
、

時
の
移
ろ
い
を
感
じ
さ
せ
た
。

　

明
治
33
年
（
１
９
０
０
）、
遠
く
山
形

県
東
田
川
郡
東
栄
村
字
添
川
の
太
田
豊
治

氏
を
団
長
と
す
る
開
拓
団
一
行
は
、
現
在

の
山
形
神
社
が
あ
る
場
所
で
旅
装
を
解
い

た
。
曙
地
区
と
い
う
地
名
は
、
ま
る
で
夜

明
け
の
空
が
明
る
む
よ
う
に
北
の
大
地
の

開
墾
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
木
を
伐
採
し
、
北
の
大
地
に

く
わ
を
入
れ
た
こ
と
を
示
す
地
名
が
そ
の

地
に
残
っ
て
い
る
。

　

山
形
神
社
に
案
内
し
て
く
れ
た
名
寄
・

藤
島
交
流
友
の
会
の
黒
井
徹
会
長
は
、
開

拓
当
初
の
世
代
の
子
孫
で
あ
る
。
ま
た
、

現
在
も
曙
地
区
で
農
業
を
営
む
阿
部
勇
さ

ん
は
、
明
治
の
入
植
者
を
頼
っ
て
楪
（
ゆ

ず
り
は
）
か
ら
昭
和
に
入
村
し
た
世
代
の

子
孫
で
あ
っ
た
。
私
は
、
太
田
豊
治
さ
ん

た
ち
は
ど
の
方
角
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
か
、

と
尋
ね
た
。
北
の
大
地
に
辿
り
着
き
、
食

料
基
地
の
礎
を
築
い
た
そ
の
遥
か
な
る
道

の
り
に
思
い
を
馳
せ
た
。

　

8
月
31
日
、
ふ
だ
ん
は
市
役
所
3
階
に

飾
ら
れ
て
い
る
天
神
祭
の
絵
を
、
鶴
岡
ア

ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
白
甕
社

創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
す
る
美
術
展
で

鑑
賞
し
た
。
編
笠
を
被
っ
た
化
け
も
の
が

酒
を
振
る
舞
う
、
鶴
岡
を
代
表
す
る
お
祭

り
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
描
い
た
の
は

山
本
甚
作
氏
。
大
正
4
年
（
１
９
１
５
）

に
生
ま
れ
、
鶴
岡
中
学
校
（
現
致
道
館
高

校
）
在
学
中
か
ら
白
甕
社
の
会
員
と
し
て

作
品
を
発
表
。
現
在
の
鶴
岡
一
中
、
致
道

館
高
校
で
教
諭
を
勤
め
た
後
、
中
央
画
壇

で
も
活
躍
し
た
洋
画
家
だ
っ
た
。

　

豪
雨
に
猛
暑
の
夏
か
ら
芸
術
の
秋
へ
。

ハ
ル
ニ
レ
の
切
り
株
は
現
代
人
を
開
拓
の

時
代
へ
い
ざ
な
い
、
１
０
０
周
年
記
念
の

美
術
展
に
貸
し
出
さ
れ
た
こ
と
で
生
ま
れ

た
空
白
は
、
い
つ
の
時
代
に
、
誰
が
、
何

を
描
い
た
も
の
な
の
か
、
ま
た
、
芸
術
が

そ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
決
し
て
当
た

り
前
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ

て
く
れ
た
。


